
令和 7 年 ４月 14日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

・障害者それぞれの実情（例:成年後見人制度利用者）に合わせたテーマ設定-勉強会内容の検討-が課題と思えました。

＊お金は上手に使い上手に守る。使ったという感覚が少ないキャッシュレス決済のこわさを知る機会になり得ました。
＊身近な存在になっているSNSを利用しているときこそ、1クリックを慎重にする必要があると思いました。

＊社会保険労務士さんからお話をいただく機会に恵まれ、より具体的な金銭管理法を学べました。

利用者からの意見・評価

連携先企業（担当者） なのはな社会保険労務士事務所 代表 原田 祥子

1.知識の向上:お金の上手な使い方（日常生活に必要な支出
と趣味など楽しみにつながる予算立て）2.お金に関する啓
発:マルチ商法・詐欺商法などを見抜く力 3.将来設計:経
済面から見たライフプラン

<連携した結果に対する意見または評価>

・経験がベースとなった講話（複数例の紹介）は自分の身に起きかねないリスクマネジメントの観点からも有用でした。

<今後の連携強化に向けた課題>

   ＊利用者様のそれぞれの就労状況に合わせ

   開催日時を3日間、また時間帯を3回に分け

   開催しました。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 合同会社Sai ミノアカファクトリー 事業所番号 1910103694

住 所 山梨県甲府市飯田5丁目12-13 管理者名 齋藤 由起子

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 080-7408-4500 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

活動場所:ミノアカファクトリー/事業所休憩室

実施日程:2025年1月24.27.28日

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要:

・お金に関する様々なことを知り（情報を得）、日常生活で
お金を上手に使う方法を学ぶ。

利用者数 等:15名

1.日常的に必要なお金を知り、支出について考える。2.お金
の守り方を知り、詐欺等から見抜く力を養う。3.経済的側面
からみたライフプラインについて考える。

様式２


